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〔学校教育目標〕 

 ○かしこい子ども         ○美しいものに感動する子ども 

 ○思いやりのあるやさしい子ども  ○たくましく生きぬく子ども 
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文責 

校長 時田直人 

【6年生奉仕作業】 

3月 8日（金）、卒業を間近に控えた 6年

生が、学校に感謝の気持ちを込めて奉仕作

業を行いました。各教室にある配膳台は、小

さな汚れが積み重なり細かなところに汚れが

目立ちます。なかなか掃除が行き届かない配

膳台を、クレンザーを使いきれいに拭いてい

ました。玄関や体育倉庫など普段の清掃ではき

れいにしきれない場所も、6年生が力を合わせ

て、丁寧に掃除をしている姿がありました。お世

話になった学校や後輩たちのために、ありがと

うございました。自分たちの感謝の気持ちを掃

除することで伝えることができました。 

【6年生卒業式練習】 

6年生の卒業式が 3月 19

日に行われます。練習も順調に

進み、3月 12日（火）には、若

草中学校から合唱部と音楽教

師の中込先生に来ていただき、

合唱練習を行いました。この取

り組みは小中一貫教育の一つで、昨年度も実施しました。若草中

合唱部は、県下でもトップレベルの実力があり、その歌声にとても

良い刺激を受けました。6年生は、となりで歌った中学生のきれいな歌声が聞こえてきて、自分たちももっと頑張ろうと

話していました。中学生も下級生と一緒に歌うことができて、とても喜んでいました。 

【ちっくい祭りわかくさ】 

ちっくいまつり若草実行委員会から、十日市の売り上げの収益金

を若草中学校区 3校に寄付していただきました。コロナ禍で開催で

きなかった十日市が 4年ぶりに開催され、出店した売り上げの一部

を子供たちのためにと、お話をいただきました。3月 8日に荻野さん

と上野さんが、来校され目録をいただきました。大切に使わせていた

だきたいと思います。 

回 覧 

 



3学期も残りわずか 

仮設校舎での生活

にも慣れ、子供たちはと

ても元気に活動してい

ます。各教室では学年

のまとめの時間に入り、

4月ころと比べると、格

段に成長した姿を見

ることができます。 

最後の学級レクレ

ーションの計画を考え

ている様子は、本当に

楽しそうです。今の学

年での良い思い出を

作り、新学年を迎える

準備を進めていきたいと思います。 

【読書ボランティア中嶋さん読み聞かせ】 

3年生の教室での

読み聞かせの様子

です。手品もあり楽

しい読み聞かせの

時間でした。来年

度もお願いします。 

 

明るい選挙運動、書初め大会、読書感想がの賞状伝達を行いました。前日 1年生の女の子が「校長先生、明日

賞状もらうんだ。」と声をかけてきました。でも喜びというよりも緊張感あふれる顔をしていました。賞状伝達はオンライ

ンで行い、これまでも全校児童は教室でその様子を見ています。きっと自分があの場面で校長先生から賞状をもらう

様子を想像したのでしょう。「大丈夫だよ。心配しなくてもいいよ。」と声を掛けました。女の子とは下校の時も会いまし

た。今度は嬉しそうに、「明日賞状をもらいます。」と笑顔でした。 

 

「○○君、よく頑張ったね。すごいね。」と先生から声をかけられていた 6年生の男の子を見ました。先生が去ると男

の子は「やったーっ、またほめられちゃった。」と喜んでいました。その様子を見て話を聞くと、「今日ほめられたことが

2回目だから、うれしかった。」とのこと。「中学校に行っても頑張るんだ。」という強い決意を感じました。言葉は、届け

たくても届かないこともあれば、何気ない一言が心に響くこともあります。本当に言葉の難しさを感じます。大切なこと

は、できたとかできなかったといった「○か×かの評価」ではなく、その子の頑張っている事実を伝えること。そして「あ

りがとう」「うれしかったよ」「助かったよ」といった大人の気持ちを言葉としてかけてあげること。そのことが多くの人

に役立つことができたという「自己有用感」につながっていきます。自分に価値がある存在と思えた時に、多くの課題

に立ち向かっていく勇気が生まれてくることと思います。言葉がけの難しさと言葉の力を感じた出来事でした。 

 

 


